
 

Fig.2 Result of a measurement 
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1.はじめに 

近年、モバイル端末の発展に伴い、液晶ディ

スプレイは一層の薄型軽量化が求められてい

る。これに使われる薄板ガラスは、品質管理に

おいて、実際に使用される板厚で光弾性係数を

測定することが重要である。 

薄板ガラスは大きな荷重を加えることがで

きないため、光弾性効果による複屈折量の変化

が僅かである。このため高精度な複屈折計測装

置が必要である。本実験では円盤圧縮法と、光

ヘテロダイン干渉法を組み合わせて、薄板ガラ

スの光弾性計測を行った。 

2.実験方法 

図 1 に実験装置の構成を示す。周波数安定化

横ゼーマンレーザ(STZL)より２周波直交直線

偏光を照射し、２つの光を干渉させる。干渉光

よりビート信号を検出、ビート信号の位相をよ

り複屈折量を求めることができる。円盤状の試

料ガラスを圧縮しながら、複屈折量を測定し、

光弾性係数を求めた。試料は、合成石英ガラス

で、直径φ = 20mm、厚さ t= 0.3、0.5、0.7、2.0、

4.0、6.0mm の 6 種を用いた。 

3.測定結果 

図 2 に厚さ t = 0.3mm の合成石英ガラスの測

定結果を示す。5～25N の範囲で求めた光弾性

係数は 3.486×10-12/Pa であった。繰り返し測定

した結果は、平均値 3.487 ×10-12/Pa、ばらつ

き 3σ=0.025×10-12/Pa であった。 

4.おわりに 

円盤圧縮法と光ヘテロダイン干渉法により、

薄板ガラスの光弾性計測に成功した。今後はさ

らに薄い 0.3mm 未満の板ガラスについても、

検討していく。 
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Fig.1 Measurement System 
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